
大谷地区１０６路線汚水管渠布設工事

香 南 市

上 下 水 道 課

　水公第08007号

数 量 計 算 書

香南市野市町大谷地区

【 実施設計 】



設計数量総括表

工　種 種　別 細　別 規　　格 単位 数　量 計上数量 摘　　要

420.8  420  

322.3  320  

420.8  420  

420.8  420  

116.7  116.7  

58.8  59  

50.0  50  

70.3  70  

50.0  50  

70.3  70  

50.0  50  

70.3  70  

4.74  4.7  

10  10  

10  10  

5  5  

5  5  

1  1  

水圧ｻﾎﾟｰﾄ
供用日数：30日（最低保証期間）
ｱﾙﾐ製　調整長590～900

ｱﾙﾐ腹起し

供用日数：30日（最低保証期間）
幅70～80　高さ115～130　長4000
管埋設工事用

ｱﾙﾐ腹起し

水圧ｻﾎﾟｰﾄ
供用日数：35日
ｱﾙﾐ製　調整長590～900 本

本

軽量鋼矢板引抜工 掘削深3.8m以下、両側施工、ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ ｍ

土留支保工
（軽量金属支保工）

設置撤去、3段（3.8m以下）、水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻ
ﾎﾟｰﾄ ｍ

供用日数：35日
幅70～80　高さ115～130　長4000
管埋設工事用 本

下水道

管きょ工（開削）

本

水圧手動ﾎﾟﾝﾌﾟ

管路埋戻

砕石埋戻工（ﾊﾞｯｸﾎｳ） ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 40～0、締固め：有、0.28m3 m3

管路土工

管路掘削

機械掘削工（ﾊﾞｯｸﾎｳ） 山積0.28m3、粘性土 m3

砂基礎工
再生砂、機械施工、週休2日補正：現場閉所
(月単位) m3

管布設工

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管

管基礎工

砂基礎

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
設置工（材工共） 管径300㎜、週休2日補正：現場閉所(月単位) ｍ

土留支保工
（軽量金属支保工）

設置撤去、2段（3.5m以下）、水圧式ﾊﾟｲﾌﾟｻ
ﾎﾟｰﾄ ｍ

管路土留工

軽量鋼矢板土留

軽量鋼矢板建込工 掘削深3.8m以下、両側施工、山積0.28m3 ｍ

軽量鋼矢板賃料
（ｔ当り）

軽量鋼矢板2型、供用日数35日、修理費及び
損耗費あり、1回使用、補助工法あり ｔ

台
供用日数：35日
ﾀﾝｸ水量15～19ﾘｯﾄﾙ

軽量鋼矢板建込工 掘削深3.5m以下、両側施工、山積0.28m3 ｍ

軽量鋼矢板引抜工 掘削深3.5m以下、両側施工、ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ ｍ

発生土処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬(4t積)
ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3、L=9.0km以下、DID区間：
無 m3

処分料 4t車 m3



設計数量総括表

工　種 種　別 細　別 規　　格 単位 数　量 計上数量 摘　　要

15  15  

1  1  

3  3  

94.5  95  

9  9  

18  18  

18  18  

3  3  

3  3  

1  1  

2  2  

1  1  

1  1  

1  1  

3  3  

3  3  

3  3  

3  3  

5  5  

0.68  0.7  

0.89  0.9  

0.079  0.08  

4.0  4  

8  8  

3.6  4  

0.02  0.02  

0.02  0.02  

日

開削水替

m2

M16　ｽﾃﾝﾚｽ 個 6個/基×3基

ｺﾝｸﾘｰﾄ（鉄筋）構造物とりこわし、機械積
込、DID区間無し、L=4.3km m3 外径410mm、t=75mm×2箇所

0号・1号人孔
φ300用 ヶ所

(Ⅰ種)斜壁ﾌﾞﾛｯｸ H=300 個

組立ﾏﾝﾎｰﾙ工

調整ﾘﾝｸﾞ H=150

ﾏﾝﾎｰﾙ工

全ねじﾎﾞﾙﾄ

ﾎﾟﾝﾌﾟ運転工 作業時、発動発電機、1台

開削水替工

ﾎﾟﾝﾌﾟ据付・撤去工 現場

組ﾏﾝﾎｰﾙ鉄蓋
φ600用 T-25
浮上防止　かぎ付き

組立ﾏﾝﾎｰﾙ

人孔用可とう継手
硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管用　φ300
工場取付費含む

内外ﾌｫｰﾑ型枠
人孔φ600用
30回使用 回

ﾓﾙﾀﾙ上塗工(ﾓﾙﾀﾙ練工除く)

組立式1号人孔 (Ⅰ種)躯体ﾌﾞﾛｯｸ H=1800 個

組立式1号人孔 (Ⅰ種)斜壁ﾌﾞﾛｯｸ H=600 個

組立式1号人孔

削孔費
(塩ビ管)

個

ﾌｫｰﾑ固定ﾍﾞﾙﾄ
人孔φ600用
60回使用 回 1回/基×3基

3本/基×3基

六角ﾅｯﾄ M16　ｽﾃﾝﾚｽ 個 6個/基×3基

M16×285　ｽﾃﾝﾚｽ 本

丸平座金

組立式1号人孔 (Ⅰ種)斜壁ﾌﾞﾛｯｸ H=450 個

調整ﾘﾝｸﾞ H=50 個

超速硬無収縮ﾓﾙﾀﾙ ㎏ 0.045m3×2100kg/m3=94.5kg

個

1回/基×3基

106NO.4流出部削孔費含む

組立ﾏﾝﾎｰﾙ工
1号、3mを超え4m以下、4箇所未満、週休2日
補正：現場閉所(月単位) 箇所

組立式1号人孔 (Ⅰ種)底版ﾌﾞﾛｯｸ H=130 個

ｺﾝｸﾘｰﾄ

小型構造物、ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)打設、18-
8-40(高炉)W/C=60%以下、一般養生、小型車
加算無し m3

処分料
再資源化施設（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ）
再生骨材-41 m3

106NO.3・106NO.4（1.8m/箇所）

殻運搬

組立式1号人孔 (Ⅰ種)直壁ﾌﾞﾛｯｸ H=1200 個

鏡切工
（切断延長1m当り） 小型立坑（鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ） ｍ

再生砕石 RC-40 m3 0.57×1.2(ロス率)=0.68m3

ﾓﾙﾀﾙ 1:2 高炉 m3 3.95m2×0.02=0.079m3



設計数量総括表

工　種 種　別 細　別 規　　格 単位 数　量 計上数量 摘　　要

28.8  29  

17.9  18  

3.2  3  

28.8  29  

28.8  29  

4  4  

279.6    280    

0.64    0.6    

0.89    0.9    

139.1    140    

13.8    14    

13.8    14    

136.7    137    

136.7    137    

136.7    137    

2.42    2    

2.42    2    

70  70  

再生砕石 RC-40、締固め：有、0.13m3 m3

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.13m3、L=9.0km、DID区間：無 m3

交通誘導警備員 交通誘導警備員B 人

交通誘導警備員

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工

表層
（歩道部）

平均幅員1.4m未満（仕上厚50mm以下）、40
㎜、再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)、ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄPK-3、溶
融ｽﾗｸﾞ無し

取付管及びます工

処分料(土砂) 2t車 m3

取付管布設及び支管取付工
(材工共)

管径100mm、5箇所未満、取付管長5m以上12m
未満、硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ･強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製、週休2
日補正：現場閉所(月単位) 箇所

100㎜、1層施工、再生粒度調整砕石RM-30 ㎡

交通管理工

㎡

取付管

管路土工

取付管付設工

機械掘削工（小型ﾊﾞｯｸﾎｳ） 0.13m3、粘性土 m3

砕石埋戻工
（小型ﾊﾞｯｸﾎｳ投入）

砕石埋戻工
（小型ﾊﾞｯｸﾎｳ投入） ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 40～0、締固め：有、0.13m3 m3

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬(2t積)

(4.83×3+7.00×1)÷4=5.37m

舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版、15㎝以下 ｍ L=5.00+274.58=279.58m

附帯工

舗装版破砕積込
（小規模土工） ㎡ A=2.42+136.66=139.08m2

側溝清掃車運搬 L=22.0km m3 V=0.005+0.63=0.635m3

処分料
ｶｯﾀｰ汚泥
汚泥-1 ｔ V=0.635×1.4=0.889t

舗装版破砕

上層路盤
（歩道部） 150㎜、1層施工、粒度調整砕石M-30 ㎡

表層
（車道・路肩部）

平均幅員1.4m未満（仕上厚50mm以下）、50
㎜、密粒度ｱｽｺﾝ(13)、ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄPK-3、溶融ｽﾗ
ｸﾞ無し ㎡

V=0.10+13.67=13.77m3

処分料
再資源化施設（As）
再生資源-41 m3

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工

附帯工

仮設工

殻運搬
舗装版破砕、機械積込（小規模土工）、DID
区間無し、L=4.3km m3

下層路盤
（歩道部） 150㎜、1層施工、ｸﾗｯｼｬﾗﾝC-40 ㎡

舗装版切断

上層路盤
（歩道部）



設計数量総括表

工　種 種　別 細　別 規　　格 単位 数　量 計上数量 摘　　要

4.74  4.7  

4.74  4.7  

1  1  

仮設材等運搬 12m以内、10kmまで、往復 t

積込み、取卸し費
（仮設材等） 積込み、取卸し（往復分） t

六価ｸﾛﾑ溶出試験費
環境庁告示46号溶出試験
試験方法1 検体

技術管理費

土質等試験費

仮設材運搬費

運搬費

共通仮設費積上分



数　量　計　算　書

１．土工、管布設工、土留工

（1工区）



内 径 ◎300㎜（VU）布 設 工 数 量 計 算 書　　(土工) （１工区） （補助）

管 掘　削　深 掘削土量 発生土処分量 埋 戻 し 土 量 舗　　　　　　装

番 区 間 掘削幅 平　均 機械掘削 砕石 仮復旧 仮復旧 As As As As

号 距 離 下　流 上　流 掘削深 現況舗装厚 土　砂 土　砂 基礎用 防護用 機械 表層厚 路盤厚 舗装切断 取壊し 処分量 仮復旧

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ ｍ ｍ ｍ3 ｍ3 ｍ2

106 107 -1 ～ 106 -6 50.00 1.00 3.21 3.62 3.42 0.10 166.00 166.00 7.50 16.93 125.10 0.05 0.30 100.00 5.00 5.00 50.00 県道

106 106 -6 ～ 106 -5 45.00 1.00 3.60 3.75 3.68 0.10 161.10 161.10 6.75 15.24 124.29 0.05 0.30 90.00 4.50 4.50 45.00 県道

106 106 -5 ～ 106 -4 3.80 1.00 3.73 3.88 3.81 0.10 14.10 14.10 0.57 1.29 10.99 0.05 0.30 7.60 0.38 0.38 3.80 県道

106 106 -3 ～ 106 -2 21.50 1.00 3.81 3.79 3.80 0.10 79.55 79.55 3.23 7.28 61.96 0.05 0.30 43.00 2.15 2.15 21.50 県道

小 計 120.30 420.75 420.75 18.05 40.74 322.34 240.60 12.03 12.03 120.30

摘要
人孔区間 管基礎材

58.79



内 径 ◎ 300㎜（VU）布 設 工 数 量 計 算 書　　(管 布 設 工・土 留 工) （１工区） （補助）

管 土　　　留　　　工

番 管 本 数 平　均

号 布設距離 VU MR MSA RR MRL 掘削深
L=1.5
1段

L=2.0
1段

L=2.5
1段

L=2.5
2段

L=3.0
2段

L=3.5
2段

L=4.0
2段

L=4.0
3段

摘　　　要

ｍ 本 本 本 本 本 ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

～

106 107 -1 ～ 106 -6 49.100 12.3 3.42 50.00 (49.100 )/4m

106 106 -6 ～ 106 -5 44.100 11.0 3.68 45.00 (44.100 )/4m

106 106 -5 ～ 106 -4 2.900 0.7 3.81 3.80 (2.900 )/4m

106 106 -3 ～ 106 -2 20.600 5.2 3.80 21.50 (20.600 )/4m

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

小 計 116.700 29.2 50.00 70.30

(4.000m) ※上段：組立人孔接続値

(0.405m) (0.370m) 　中段：ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ接続値

(0.390m) (0.335m) 　下段：塩ﾋﾞﾏﾝﾎｰﾙ(ﾏﾙﾁ)接続値MR:ﾏﾝﾎｰﾙ上流用継手

人孔区間

MRL:副管分岐用ﾏﾝﾎｰﾙ継手

MR:ﾏﾝﾎｰﾙ上流用継手

軽量鋼矢板建込み工法



(1工区)

 1号組立人孔計算書 NO.1 (補　助)

 路線  人孔  孔  流出 流入管 副管 底版 躯体ﾌﾞﾛｯｸｸ 直壁ﾌﾞﾛｯｸ 斜壁   調整ﾘﾝｸﾞ 調整金具

人孔深  削  削  cm  cm  cm  cm  cm  cm  cm  cm  cm  cm  cm  cm  cm  cm  cm  cm  cm  cm 調整高 備  考

 番号  番号  号  管径  管径  落 差  孔  管径  落 差  孔  13  60  90 120 150 180  30  60  90 120 150 180  30  45  60   5  10  15 T-25T-14

    m  mm   mm     m  個   mm      m  個  個  個  個  個  個  個  個  個  個  個  個  個  個  個  個  個  個  個  組  組    m

／ ／ ／ ／ ／ ／

106 NO.106 ← ○ ←

- 6 3.467 300 300 0.020 1 1 1 1 1 1 1 1 0.077

／ ／ ／ ／ ／ ／

106 NO.106 ← ○ ←

- 5 3.597 300 300 0.020 1 1 1 1 1 1 1 1 0.057

／ ／ ／ ／ ／ ／

106 NO.106 ← ○ ←

- 2 3.640 300 300 0.020 1 1 1 1 1 1 1 1 0.050

107 NO.107 150

- 1 3.192 300 300

106 NO.106

- 3 3.703 300 300 0.020 1

106 NO.106

- 4 3.729 300 300

7.064 100VU

150VU 100VU

   計 200PRP 150VU 3 3 3 1 1 1 1 2 3 3 0.184

平均 2.355 m 300VU 4

既設

既設

蓋、受枠

 組

既設



(1工区)

 1号組立人孔計算書 NO.2 (補　助)

 路線  人   孔  流出  流入     基礎工     インバ－ト工    副   管   工 人孔接続工

  管   管  1：3  ﾓﾙﾀﾙ  管  90ﾟ  桝用 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ 可とう 備　考

 番号  番   号  外径  外径 ﾓﾙﾀﾙ高 ﾓﾙﾀﾙ 基礎材 敷ﾓﾙﾀﾙ ｺﾝｸﾘ-ﾄ  型枠  上塗  外径  幅 W  厚 B 砂基礎高 砂  型枠 基礎材  支管  曲管  短管  ｶﾗ-  ｷｬｯﾌﾟ 直　管 継手材

 mm  mm ｍ   m3   m3   m3   m3 　㎡ 　㎡   mm ｍ ｍ ｍ   m3   ㎡   m3   本   本   本   個   個 ｍ 箇所

  ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／

φ100

106 NO.106 φ150

- 6 318 318 0.077 0.019 0.190    － 0.178    － 0.79 2 φ300

  ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／

φ100

106 NO.106 φ150

- 5 318 318 0.057 0.014 0.190    － 0.178    － 0.79 2 φ300

  ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／   ／

φ100

106 NO.106 φ150

- 2 318 318 0.050 0.012 0.190    －    －    －    － 2 φ300

φ100

107 NO.107 165 φ150

- 1 318 318    － 0.178    － 0.79 φ300

φ100

106 NO.106 φ150

- 3 318 318    － 0.178    － 0.79 1 φ300

φ100

106 NO.106 φ150

- 4 318 318    － 0.178    － 0.79 1 φ300

φ200

副管φ100 φ250

φ100

計 0.045 0.570 0.890 3.950 副管φ200 φ150

　 8 φ300

調整ﾓﾙﾀﾙ



内径 ◎ 100 ㎜ （汚水）取付管工数量集計表 （本管 ◎ 300～250 PRP）

（１工区） （補助）

土　　　　工 取　　付　　管　　材　　料

タイプ 取付け 掘　削 埋　戻　し 発生土量 ｺﾞﾑ輪受口片受直管 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ 接着受口 ｺﾞﾑ輪受口 自在支管 仮止め　 摘　要

箇所数 土　砂 管基礎材 砕石 土　砂 (0.80mﾓﾉ) (4.00mﾓﾉ) 直　管 カラー 自在曲管 キャップ

箇数 m3 m3 m3 m3 ｍ ｍ 本 個 本 本 個

県道 300 (C-40)
（補助） 3 18.99 2.24 13.65 18.99 14.50

県道 300 (C-40)
（補助） 1 5.92 0.69 4.27 5.92 7.00
車道部

県道 300 (RC-40)
（補助） (1) 3.85 0.43 3.15 3.85
歩道部

(C-40)
17.92

(RC-40)
3.15

合　計 4 28.76 3.36 21.07 28.76 21.50 必要に応じて計上



取付管工 （本管 ◎ 300 VU）

県道As（東側） （補助）

本　管 掘削延長 本管土被り

管番号 人孔番号 個数 掘削幅 取付延長 支管

Ｂ Ｌ Ｌ×Ｎ ｈ ｈ×Ｎ

Ｎ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

106 107 -1 ～ 106 -6 1 1.00 3.50 3.00 3.00 2.96 2.96 1
106 106 -6 ～ 106 -5 1 1.00 4.50 4.00 4.00 3.22 3.22 1
106 106 -3 ～ 106 -2 1 1.00 6.50 6.00 6.00 3.35 3.35 1

◎100

計 3 14.50 13.00 9.53 3

     平均掘削延長 L1＝ 13.00 /  3 = 4.33 ｍ

    平均取付管延長 L2＝ 4.33 ＋ 0.50 = 4.83 ｍ

     本管平均土被 H1＝ 9.53 /  3 = 3.18 ｍ

     平均掘削深 H2＝ ( 0.93 ＋3.18 ) /  2  = 2.06 ｍ

H3＝ H1 －2.06 = 1.12 ｍ



県道As（東側） （補助）

1
.
3
9
6

2
.
0
60.613

0
.
1
0

0
.
3
5

0.962
0
.
1
0 0.942

0.892

取付管工 ◎100

2
.
0
6

1
.
9
6

1:0.1

0
.
3
1
4

1
.
3
9
6

2
.
0
6

0
.
1
0

舗装切断工
（Asｔ＝10cm） 4.33 ×2 ×3 ＝ 25.98 ｍ

舗装取壊し工 4.33 ×3 ＝ 12.5 ｍ2

Ａｓガラ処分工 12.5 ＝ 1.25 ｍ3

粗粒ｱｽｺﾝ 5cm 4.33 ×3 ＝ 12.5 ｍ2

粒調砕石 15cm ＝ 12.5 ｍ2

切込砕石 15cm ＝ 12.5 ｍ2

舗装仮復旧工
0.962×

0.962×

×0.10

舗装版破砕工

名　　称 計　　　算　　　式 数　　量
0
.
1
0

0.550
1:0.1

0
.
3
1
4

0
.
1
1
4



県道As（東側） （補助）

　掘　削　工 　土　砂

× 1/2 ×3 ＝ 18.99 ｍ3

　埋　戻　し 　管 基 礎 材
× 1/2 -π/4 ｝

×3 ＝ 2.24 ｍ3×4.33

｛( 0.613 ＋ 0.550 ) ×0.314
×0.114＾2

( 0.550 ＋ 0.942 ) ×1.96

×4.33

名　　称 計　　　算　　　式 数　　量

　砕　石(C-40)
× 1/2 ×3 ＝ 13.65 ｍ3

( 0.892 ＋ 0.613 ) ×1.396
×4.33

　発 生 土 処 分 ＝ 18.99 m3

  管  材  料
ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管

ゴム輪受口片受直管 14.5 m

接着受口カラー

ゴム輪受口自在曲管

ゴム輪受口自在支管

仮止めｷｬｯﾌﾟ



取付管工 （本管 ◎ 300 VU）

県道As（西側） （補助）

本　管 掘削延長 本管土被り

管番号 人孔番号 個数 掘削幅 取付延長 支管

Ｂ Ｌ Ｌ×Ｎ ｈ ｈ×Ｎ

Ｎ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

106 106 -6 ～ 106 -5 1 1.00 7.00 6.50 6.50 3.22 3.22 1

◎100

計 1 7.00 6.50 3.22 1

     平均掘削延長 L1＝ 6.50 /  1 = 6.50 ｍ

    平均取付管延長 L2＝ 6.50 ＋ 0.50 = 7.00 ｍ

     本管平均土被 H1＝ 3.22 /  1 = 3.22 ｍ

     平均掘削深 H2＝ ( 0.93 ＋3.22 ) /  2  = 2.08 ｍ

H3＝ H1 －2.08 = 1.14 ｍ



県道As（西側）【車道部】 （補助）

1
.
4
1
6

2
.
0
80.613

0
.
1
0

0
.
3
5

0.966
0
.
1
0 0.946

0.896

取付管工 ◎100

2
.
0
8

1
.
9
8

1:0.1

0
.
3
1
4

1
.
4
1
6

2
.
0
8

0
.
1
0

舗装切断工
県道部厚 t=10.0cm 4.00 ×2 ×1 ＝ 8.00 ｍ

舗装取壊し工（県道） 4.00 ×1 ＝ 3.86 ｍ2

Ａｓガラ処分工 ＝ 0.39 ｍ3

粗粒ｱｽｺﾝ 4.00 ×1 ＝ 3.86 ｍ2
県道部厚 t=5.0cm

粒調砕石 15cm ＝ 3.86 ｍ2

切込砕石 15cm ＝ 3.86 ｍ2

（車道箇所：4.00m
歩道箇所：2.50m）

（車道箇所：4.00m
歩道箇所：2.50m）

舗装仮復旧工
0.966×

0.966×

×0.103.86

舗装版破砕工

名　　称 計　　　算　　　式 数　　量

0
.
1
0

0.550

1:0.1

0
.
3
1
4

0
.
1
1
4



県道As（西側）【車道部】 （補助）

　掘　削　工 　土　砂

× 1/2 ×1 ＝ 5.92 ｍ3

　埋　戻　し 　管 基 礎 材
× 1/2 -π/4 ｝

×1 ＝ 0.69 ｍ3×4.00

｛( 0.613 ＋ 0.550 ) ×0.314
×0.114＾2

( 0.550 ＋ 0.946 ) ×1.98

×4.00

名　　称 計　　　算　　　式 数　　量

　砕　石(C-40)
× 1/2 ×1 ＝ 4.27 ｍ3

( 0.896 ＋ 0.613 ) ×1.416
×4.00

　発 生 土 処 分 ＝ 5.92 m3

  管  材  料
ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管

ゴム輪受口片受直管 7.00 m

接着受口カラー

ゴム輪受口自在曲管

ゴム輪受口自在支管

仮止めｷｬｯﾌﾟ



県道As（西側）【歩道部】 （補助）

取付管工 ◎100

0.966
0
.
0
4 0.958

0.938

0
.
1
4

1
.
6
2
6

2
.
0
80.613

0
.
1
0

1:0.1

0
.
3
1
4

1
.
6
2
6

2
.
0
8

0
.
1
0

2
.
0
8

2
.
0
4

舗装切断工
歩道部厚 t=4.0cm 2.50 ×2 ×1 ＝ 5.00 ｍ

舗装取壊し工（歩道） 2.50 ×1 ＝ 2.42 ｍ2

Ａｓガラ処分工 ＝ 0.10 ｍ3

再生密粒度ｱｽｺﾝ 4cm 2.50 ×1 ＝ 2.42 ｍ2
歩道部厚 t=4.0cm

再生粒度調整砕石 10cm ＝ 2.42 ｍ2

1:0.1

0
.
3
1
4

0
.
1
1
4

計　　　算　　　式 数　　量

0
.
1
0

0.550

舗装版破砕工
（車道箇所：4.00m
歩道箇所：2.50m）

0.966×

名　　称

2.42

舗装仮復旧工
（車道箇所：4.00m 0.966×
歩道箇所：2.50m）

×0.04



県道As（西側）【歩道部】 （補助）

　掘　削　工 　土　砂

× 1/2 ×1 ＝ 3.85 ｍ3

　埋　戻　し 　管 基 礎 材
× 1/2 -π/4 ｝

×1 ＝ 0.43 ｍ3

名　　称 計　　　算　　　式 数　　量

( 0.550 ＋ 0.958 ) ×2.04

×2.50

｛( 0.613 ＋ 0.550 ) ×0.314
×0.114＾2
×2.50

　砕　石(RC-40)
× 1/2 ×1 ＝ 3.15 ｍ3

( 0.938 ＋ 0.613 ) ×1.626
×2.50

　発 生 土 処 分 ＝ 3.85 m3

  管  材  料 【県道部にて計上】



120.30 12.50 3.86 136.66  

120.30 12.50 3.86 136.66  

120.30 12.50 3.86 136.66  

2.42 2.42  

2.42 2.42  

5.00 5.00  

240.60 25.98 8.00 274.58  

0.005 0.005  

0.55 0.06 0.02 0.63  

2.42 2.42  

120.30 12.50 3.86 136.66  

0.10 0.10  

12.03 1.25 0.39 13.67  

t=10㎝ m2

As殻
処分

歩道部 t=4㎝ m3

車道部 t=10㎝ m3

車道部 t=10㎝ m

取壊し工

歩道部 t=4㎝ m2

車道部

切断工

歩道部 t=4㎝ m

ｶｯﾀｰ
汚泥

上層
路盤

再生粒度調整砕石
RM-30

t=10㎝ m2

下層
路盤

砕石
C-40

t=15㎝ m3

表層 再生密粒度As t=4㎝ m2

表層 密粒度As t=5㎝ m2

上層
路盤

粒度調整砕石
M-30

t=15㎝ m3

舗装復旧工集計表（補助）
1工区　

細　別 規　格 単位
県道300As 県道100As（車道部） 県道100As（歩道部）

合　計 摘　要
本管 取付管 取付管

歩道部 t=4㎝ m3

車道部 t=10㎝ m3


